
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成18年度～

平成32年度

平成24年度～

平成28年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

ごみの減量化をめざします ごみの減量化（1人／日当たり） 1,043g H15 1,030g（1,046ｇ） H20 1,083ｇ H24 1,000g以下 H26

ごみの不適切な処理を許しません 不法投棄・焼却苦情件数 新規 - 33件 H20 24件 H24 23件 H26

不法投棄・焼却苦情件数 33件 H20 22件 H24 23件 H30

ごみの排出量（1人／日当り） 1,030g H20 1,083g H24 1,000g以下 H30

ごみ減量優良協力店認定数 0店舗 H20 0店舗 H24 20店舗 H30

本市におけるごみの排出量 目標値（H22：22,478ｔ/年） 24,918ｔ/年 H17 23,577t/年 H24 22,478ｔ/年 H32

本市におけるリサイクル率 目標値（H22：25.0%） 23.7％ H17 18.4% H24 30.0％ H32

本市における焼却処理量 目標値（H22：17,107ｔ/年） 18,243ｔ/年 H17 17,240t/年 H24 16,821ｔ/年 H32

本市における最終処分量 目標値（H22：5,119ｔ/年） 6,534ｔ/年 H17 7,851t/年 H24 3,657ｔ/年 H32

生活排水処理率 29.5％ H17 H24 84.9％ H32

し尿処理量 H22目標値：28,361ｋｌ/年 36,591ｋｌ/年 H17 29,782ｋｌ/年 H24 14,398ｋｌ/年 H32

浄化槽汚泥処理量 H22目標値：9,454ｋｌ/年 11,738ｋｌ/年 H17 12,374ｋｌ/年 H24 13,727ｋｌ/年 H32

下水道汚泥処理量 H22目標値：387t/年 307t/年 H17 1,361t/年 H24 2,376ｔ/年 H32

第2次京丹後市合理化事業計画 35台 H22 35台 H24 28台 H28

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

1

1

2

3

4

－ － 1
内部
管理

－

市民 委
2,878       4,159       国規

定
単費

単費
地元自治会での分別指導の啓発・指導実施(ｽﾃｰｼｮﾝ数412か所)に対し協力謝金を支払い (6,836)

1,707       616          
なし

－

－

峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの管理運営(総搬入量18,896,810㎏) (409,809)
－ －

（一般財源） 数値

S206,029    

－

(140,160)

農林水産環境部 石嶋　政博

現状維
持

1－－義務 ○ － － －単費

4

備考

平成19年3月

中間目標年度：平成22
年度
平成25年度見直し予
定

直近年度実績値

年度

一般廃棄物（ごみ及び生活排水）の処理事業を行う際の基本的な考え方や施策目標、及び目標を達成するための主要施
策・方針を定めたもの

適正な廃棄物処理を行い、
一般廃棄物（ごみ及びし尿・浄化槽汚泥）につい
て、適切な収集運搬及び施設の維持管理を行うこ
とで、

環境に負荷を与えない暮ら
しをするまち

10

ごみ・廃棄物対策

環境循環都市 所管部局長の氏名

木村　嘉充

所管部局

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

施策
貢献度

今後の
方向性説明

単独
事業

根拠
法令

年度

1 ごみ処理・リサイクル体制の整備

市民部

H24決算額 H25予算額

義務

施策評価調書（内部評価結果）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

施策名

政策名

③

Ⅱ

1

単費
峰山最終処分場管理運営事業 市民課

○

京丹後市一般廃棄物処理基本計
画

久美浜最終処分場管理運営事業 市民課

有害ごみ処理事業 市民課

使用済み乾電池等の処理経費(ﾘｻｲｸﾙ処分量：乾電池13,100㎏、蛍光灯管16,450㎏)
S 現状維

持(4,159)
7

生活維持
確保

1○

維持
管理

市民 直・委
833          1,026       

なし 単費 S 現状維
持(1,026)

7
生活維持

確保
1○

維持
管理

塵芥処理一般経費 市民課

旧尾坂埋立処分地湧水処理施設の維持管理・水質等検査、矢田地区旧不燃物処理場の水質等検査

平成18年度に策定した計画を見直すための策定作業を実施

－ A 現状維
持

－ 1

一般廃棄物処理基本計画策定事業【明許繰越】 市民課

○
清掃総務一般経費 市民課

892          -             
義務 単費

7
生活維持

確保
1

不法投棄対策事業 市民課 サー
ビス

市民
277          344          国規

定
単費

現状維
持不法投棄防止ネット及び啓発看板の設置、不法投棄された廃棄物の回収(18件)を実施 (344)

7
生活維持

確保
3○ 直 A

し尿収集事業 竹野川衛生センター
－ －

199,351    188,397    
義務 単費 ○

(83,131)

現状維
持網野町のし尿処理、浄化槽汚泥の処理業務・施設管理(し尿収集量10,418kl、浄化槽汚泥2,434kl) (35,475)

－ － 1○ －
81,695     82,037     

義務 単費 － －
網野衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 竹野川衛生センター A

竹野川衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 竹野川衛生センター
－ －

165,060    154,521    
義務 単費

現状維
持久美浜町のし尿処理、浄化槽汚泥の処理及び施設管理(し尿収集量4,379kl、浄化槽汚泥3,774kl) (29,566)

－ － 1○

A 現状維
持

－ － 1○

単費
久美浜衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 竹野川衛生センター

拡大直・委 Aサー
ビス

個性魅力 1市民○ 3

－ A－ －
67,767     72,329     

義務

6,581       6,836       

大宮最終処分場管理運営事業 市民課

峰山最終処分場の管理運営(総搬入量1,036,770㎏)

網野最終処分場の管理運営(総搬入量1,800,880㎏)

○
480,798    

(15,068)

18,462     17,978     

第２次京丹後市合理化事業計画
下水道の普及により大きな影響を受けると予測される一般廃棄物処理業務等に関し、当該業務に携わる業者への経営に
影響を与えると予測される時期において支援策を実施し、将来にわたり、し尿等の適正な処理を確保するとともに、一般廃
棄物処理業者等の業務の安定を保持することを目的に策定するもの

平成23年12月

S

210,035    

1

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

し尿、汚泥対策の推進

内部
管理

内部
管理

－

年度

S 現状維
持

（H26）

計画策定時 目標
（現状）

（現状）

目標

安心快適な市民生活を確保する。

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

－ －

－
18,019     16,676     

義務 単費

市指定ごみ袋の製造・販売事務、ごみの収集運搬業務

網野最終処分場管理運営事業 市民課

予算額（単位：千円）

493,000    
義務 単費

峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業 市民課

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

指標名
年度 年度 年度 年度

総合計画作成時

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考

後期基本計画作成時 直近年度実績値

総合
計画

めざす目標

47.10%
京丹後市一般廃棄物処理基本計画

京丹後市環境基本計画

水洗化・生活雑排水処理
人口／計画処理区域内人
口、（H22目標値：46.7%）

限りある資源を有効に活用
するまち

限りある資源を有効に活用
するまち

し尿等処理の適正化に向けて
業者に対する転換業務等の可
能な支援措置を講じる

一般廃棄物処理業務等の有するし尿等の処
理に係る車両

義務 単費

義務 単費 － － 1○

現状維
持

現状維
持

1○ － －

－ S 現状維
持

S

S内部
管理

－ －
35,360     35,618     

現状維
持-

－ － 1○

直・負・他 A 現状維
持

A－ － －

市民

2 ごみ減量化の推進

3 3 不法投棄・不法焼却対策の推進

限りある資源の消費削減と有効活用を行うため
市民・事業者・行政が一体となり、ごみ排出量を
削減することにより、

ごみ処理コスト及び環境負荷を軽減する。

不法投棄や不法焼却が多数発生しているため、 不法投棄・不法焼却対策を推進し、 自然環境や生活環境の悪化を防止する。

2

－ － 1○
維持
管理

－

(50,294)

56,335     61,144     

塵芥収集事業 市民課

なし

市内の各衛生ｾﾝﾀｰにおけるし尿収集業務経費(し尿収集量29,782kl)

1　ごみ処理・リサイ
クル体制の整備

2　ごみ減量化の推
進

3　不法投棄・不法焼
却対策の推進

4　し尿、汚泥対策の
推進

サー
ビス

大宮最終処分場の管理運営(総搬入量1,890,620㎏) (10,226)

縮小
久美浜最終処分場の管理運営(総搬入量652,470㎏)

峰山・大宮・弥栄・丹後町域のし尿処理・浄化槽汚泥処理、市内全域の公共下水道汚泥処理 (49,843)

ｴｺｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰを活用した市内の生ごみの資源化を実証(対象：6地区194世帯、実績：15.2t/年) (616)
単費

資源循環推進事業【再掲】Ⅱ-④ 環境バイオマス推進課

(30,418)

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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1

2

※　合計金額には再掲事業を含んでいません。

５．歳出抑制の考え方について

計
1,340,337 1,344,100 

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成26～28年度までの3か年で取り組む歳出抑制）
一般財源抑制見込額
（単位：千円）

久美浜最終処分場の開設日数削減による委託料の減額

補完・代替措置などがある場合は、その内容

1 2,000千円

(866,355)

ＡＣＴ

- 2 -
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Ⅱ ③

① ②

○需用費 千円

・消耗品 千円

・印刷製本費（ごみ収集カレンダー 26,370部） 千円

○役務費

・手数料 千円

（ごみ袋販売手数料、資源ごみ表示ラベル取付手数料）

ごみ袋販売委託業者（H25.3.31現在）　169業者（193店舗）

ごみ袋販売枚数

○委託料

・一般廃棄物収集委託料（7業者） 千円

〈家庭ごみ収集運搬業務〉

○償還金利子及び割引料

・ごみ袋納入代金返還金（3業者） 千円

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 02塵芥収集事業

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（可燃ごみ袋大175万枚・小67.5万枚、ミニ18万枚、
　不燃ごみ袋大10.15万枚、資源ごみ回収ボックス400個）

細事業名 塵芥収集事業 決算書 Ｐ.188

210,438千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

206,029千円 206,031千円 2千円 99.9 %

目
的

　分別収集によってごみの減量化及びリサイクルの推進を図り、ごみの収集運搬を円滑かつ
合理的に行い清潔で美しいまちづくりを目指す。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

14,601

339

7,621

大 小

14,940

183,410

58

ミニ

可燃 1,700,500枚

16千円

可燃ごみ（ごみ袋）処理手数料

177,600枚

不燃 105,400枚 44,200枚

684,500枚

評
価
・
課
題
等

○分別収集の実施により、ごみの最終処分量の減量化とリサイクルの推進を図ることができた。
また、ごみの収集運搬を円滑かつ適切に実施することにより、生活環境の保全の確保につながっ
た。
○今後も家庭ごみに係る収集運搬業務のより一層の安定履行に努めるとともに、ごみの減量化及
びリサイクルの推進を図る必要がある。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源

手数料 67,399千円

手数料 粗大ごみ処理手数料

- 3 -



01

Ⅱ ③

① ②

　○クリーンセンター運営管理委託料 千円

　○クリーンセンター整備工事設計監理委託料 千円

　○クリーンセンター整備工事費（焼却施設修繕・維持工事） 千円

　○汚染負荷量賦課金 千円

　○その他の経費（薬品代、光熱水費、地元対策交付金等） 千円

【峰山クリーンセンター搬入状況】

○可燃ごみ焼却量 ㎏ ○ダイオキシン類測定調査結果(H24.9.13、27測定)

○資源ごみ処理量 ㎏ 　1号炉 ng-TEQ/N㎥

アルミ缶 ㎏ 　2号炉 ng-TEQ/N㎥

スチール缶 ㎏ 　3号炉 ng-TEQ/N㎥

無色ビン ㎏ 　4号炉 ng-TEQ/N㎥

茶色ビン ㎏ 　1.2号炉焼却灰 ng-TEQ/ｇ

その他ビン ㎏ 　3.4号炉焼却灰 ng-TEQ/ｇ

PETボトル ㎏ 　飛灰(薬品処理後) ng-TEQ/ｇ

その他ﾌﾟﾗ容器 ㎏ ※ 排ガス中のダイオキシン類基準値：0.1ng

発泡スチロール ㎏ ※ ng（ナノグラム）の単位は、10億分の1グラム

細事業名 峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業 決算書 Ｐ.188

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 03峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

480,798千円 481,037千円 239千円 99.9 % 492,115千円

総搬入量 業者持込 直接持込

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏）

目
的

　市内で発生する可燃ごみ及び資源ごみを円滑かつ適正に処理するための中間処理（焼却、
分別保管）施設の維持管理業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　市内から発生する一般廃棄物（可燃ごみ・資源ごみ）を処理するため、施設の運営及び維
持管理等に必要な経費を支出した。

242,403

2,625

132,300

471

102,999

重量（㎏）

7,754,200

H23 18,441,760 2.2% 11,279,830 7,161,930

H24 18,896,810 2.5%

958,370 0.0051

11,142,610

51,950 0.0079

17,240,130

H22 18,050,490 △3.3% 11,163,520 6,886,970

50,170 0

185,920 0

189,560 0.11

49,980 0.0031

110,710 0.014

294,250

25,830

主
な
財
源

使用料 公有財産使用料 142千円

手数料 峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ持込ごみ処理手数料

事 業 所 管 課 市民部／市民課

34,695千円

府補 未来づくり交付金（峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ整備事業） 40,000千円

諸収入 資源ごみ売却代金 13,410千円

市債 峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ整備事業債（未来づくり資金） 33,700千円

評
価
・
課
題
等

○市内で発生する可燃ごみ及び資源ごみを円滑かつ適正に処理できた。
○焼却処理による排ガス中のダイオキシン類を含む公害関係の検査結果はいずれも法定基準値内
であり、施設の安全稼働ができた。
○市内小学生等へ施設見学会を実施し、環境教育の場として活用できた。
○施設の稼動予定年限である平成28年度末を控え、現在、施設の在り方を検討中である。

- 4 -
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Ⅱ ③

① ②

主な経費

　○最終処分場運営管理委託料 千円

　○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

　○廃家電品処理手数料 千円

　○その他の経費（薬品代、光熱水費、地元対策交付金等） 千円

【峰山最終処分場搬入状況】

※焼却灰を除く。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H24.11.16測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

※pg(ピコグラム）の単位は、1兆分の1グラム

＜リサイクル処理量＞

㎏ ㎏

細事業名 峰山最終処分場管理運営事業 決算書 Ｐ.190

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 04峰山最終処分場管理運営事業

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

18,462千円 18,573千円 111千円 99.4 % 19,435千円

799,820 △5.9% 133,120 666,700

収集ごみ 直接持込ごみ

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

金属類（売却） 61,550 廃家電品（処分） 22,630

目
的

　市内で発生する不燃ごみ（焼却灰含む）及び不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源
化）し、浸出水処理施設等の維持管理業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　峰山最終処分場では、主に峰山町地域から搬入された不燃ごみの埋立処理を行った。また
、再生可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別を行い、再資源化に向けた持出処理を行っ
たことにより、埋立ごみの抑制と再資源化の向上ができた。

7,497

539

309

10,117

総搬入量

895,390

H23

598千円

諸収入 資源ごみ売却代金 1,939千円

H24 1,036,770 29.6% 141,380

不燃ごみ(ごみ袋)処理手数料

H22 850,100 △3.9% 117,020 733,080

0.0041

0.0022

0.000086

評
価
・
課
題
等

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。
○浸出水処理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼
動ができた。
○施設の稼働予定年限である平成27年度末を控え、埋立残余量の監視を行いながら、埋立ごみ減
量化に向けた取り組みを推進するとともに、将来の施設計画についても検討を始める必要がある
。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源

手数料 峰山最終処分場持込ごみ処理手数料 2,248千円

手数料
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01

Ⅱ ③

① ②

　○最終処分場運営管理委託料 千円

　○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

　○廃家電品処理手数料 千円

　○その他の経費（薬品代、光熱水費、地元対策交付金等） 千円

【大宮最終処分場搬入状況】

※焼却灰を除く。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H24.10.23測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

※pg(ピコグラム）の単位は、1兆分の1グラム

＜リサイクル処理量＞

金属類（売却） kg kg

古紙類（売却） kg

細事業名 大宮最終処分場管理運営事業 決算書 Ｐ.192

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 05大宮最終処分場管理運営事業

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

18,019千円 18,044千円 25千円 99.8 % 16,567千円

1,843,900 △10.9% 121,780 1,722,120

収集ごみ 直接持込ごみ

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

25,630 廃家電品（処分） 9,660

2,530

目
的

　市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源化）し、浸出水
処理施設等の維持管理業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　大宮最終処分場では、主に大宮町地域から搬入された不燃ごみの埋立処理を行った。また
、再生可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別を行い、再資源化に向けた持出処理を行っ
たことにより、埋立ごみの抑制と再資源化の向上ができた。

7,573

272

132

10,042

総搬入量

1,765,100

H23

567千円

諸収入 資源ごみ売却代金 740千円

H24 1,890,620 2.5% 125,520

不燃ごみ（ごみ袋）処理手数料

H22 2,069,210 △7.2% 107,340 1,961,870

0.012

0.0062

0.0011

評
価
・
課
題
等

○不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。
○浸出水処理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼
動ができた。
○施設の稼働予定年限である平成34年度末を控え、埋立残余量の監視を行いながら、埋立ごみ減
量化に向けた取り組みを推進するとともに、将来の施設計画についても検討を始める必要がある
。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

諸収入 資源回収の古紙販売代金 14千円

主
な
財
源

手数料 大宮最終処分場持込ごみ処理手数料 6,318千円

手数料
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01

Ⅱ ③

① ②

○最終処分場運営管理委託料 千円

○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

○遮水シート点検委託料 千円

○浸出水処理施設整備工事（施設の修繕･保守点検等整備） 千円

○廃家電品処理手数料 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、地元対策交付金等） 千円

　　【網野最終処分場搬入状況】

※焼却灰を除く。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H23.10.20測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

※pg(ピコグラム）の単位は、1兆分の1グラム

＜リサイクル処理量＞

金属類（売却） kg kg

細事業名 網野最終処分場管理運営事業 決算書 Ｐ.192

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 06網野最終処分場管理運営事業

57,940千円

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

対前年度

56,335千円 56,409千円 74千円 99.8 %

目
的

　市内で発生する不燃ごみ（焼却灰含む）及び不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源
化）し、 浸出水処理施設等の維持管理業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　網野最終処分場では、主に網野町地域から搬入された不燃ごみの埋立処理を行った。また
、再生可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別を行い、再資源化に向けた持出処理を行っ
たことにより、埋立ごみの抑制と再資源化の向上ができた。

21,546

1,176

688

9,030

261

23,634

58.3% 280,240 2,494,700

H24 1,800,880 △35.1％

1,494,280

重量（㎏） 重量（㎏）

1,512,600

H23 2,774,940

288,280

H22 1,753,120 △70.4% 258,840

総搬入量 業者持込 直接持込

重量（㎏）

0.015

0.000039

73,150 廃家電品（処分） 19,150

諸収入 資源ごみ売却代金 1,521千円

評
価
・
課
題
等

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。
○浸出水処理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼
動ができた。
○施設の稼働予定年限である平成28年度末を控え、埋立残余量の監視を行いながら、埋立ごみ減
量化に向けた取り組みを推進するとともに、将来の施設計画についても検討を始める必要がある
。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

0.00034

市債 網野最終処分場整備事業債（未来づくり資金） 6,700千円

主
な
財
源

手数料 網野最終処分場持込みごみ処理手数料 3,405千円

手数料 不燃ごみ(ごみ袋)処理手数料 1,723千円
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01

Ⅱ ③

① ②

○最終処分場運営管理委託料 千円

○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

○廃家電品処理手数料 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、地元対策交付金等） 千円

　　【久美浜最終処分場搬入状況】

※焼却灰を除く。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H23.10.20測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

※pg(ピコグラム）の単位は、1兆分の1グラム

＜リサイクル処理量＞

金属類（売却） kg kg

細事業名 久美浜最終処分場管理運営事業 決算書 Ｐ.194

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 07久美浜最終処分場管理運営事業

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

628

212

11,490

総搬入量 業者持込 直接持込

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏）

（参考）当初予算額

35,360千円 35,502千円 142千円 99.6 % 37,201千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

512,710632,790 2.1% 120,080

重量（㎏）

H23 652,470 3.1% 128,380

目
的

　市内で発生する不燃ごみ（焼却灰含む）及び不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源
化）し、浸出水処理施設等の維持管理業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　久美浜最終処分場では、主に久美浜町地域から搬入された不燃ごみの埋立処理を行った。
また、再生可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別を行い、再資源化に向けた持出処理を
行ったことにより、埋立ごみの抑制と再資源化の向上ができた。

23,030

H21 619,790 △43.0% 111,300 508,490

524,090

H22

0.00009

0.0016

83,670 廃家電品（処分） 14,410

諸収入 資源ごみ売却代金（スチール缶プレス含む） 1,928千円

評
価
・
課
題
等

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。
○浸出水処理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼
動ができた。
○施設の稼働予定年限である平成26年度末を控え、埋立残余量の監視を行いながら、埋立ごみ減
量化に向けた取り組みを推進するとともに、将来の施設計画についても検討を始める必要がある
。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

0.00041

市債 久美浜最終処分場整備事業債（未来づくり資金） 1,300千円

主
な
財
源

手数料 久美浜最終処分場持込みごみ処理手数料 1,997千円

手数料 不燃ごみ(ごみ袋)処理手数料 1,188千円
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Ⅱ ③

① ②

○需用費

消耗品費（蓋空きドラム缶等） 千円

○委託料

有害ごみ処理委託料 千円

 ・蛍光管処理委託料（73円／㎏） 千円

  　※蛍光管破砕機の処理機能の違いにより、久美浜最終処分場は

  　　処理委託単価は68円／㎏

 ・蛍光管運搬処理管理委託料（2円／㎏） 千円

 ・乾電池処理委託料（49円／㎏） 千円

【乾電池及び蛍光管の処理状況】

細事業名 有害ごみ処理事業 決算書 Ｐ.194

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 08有害ごみ処理事業

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

2,878千円 2,879千円 1千円 99.9 % 4,378千円

目
的

　市内で発生する使用済みの乾電池や蛍光管を円滑かつ適正に処理し、再資源化を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　市内から発生する使用済み乾電池や蛍光管など水銀を含む製品を無害な処理、処分をする
ため、必要な経費を支出した。

242

1,819

33

784

乾電池

6.2% 26,100 17,380

H24

蛍光管

重量（㎏） 対前年度

13,100 16,450

16,700

H22 43,480

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

　有害ごみ（乾電池及び蛍光管）を分別収集した後、専門の処理業者に委託し円滑かつ適正に処
理し再資源化を行うことができた。

2,636

29,550 △31.6％

H23 43,220 △0.6％

重量（㎏） 重量（㎏）

26,520

内　　　　訳
総処理量
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Ⅱ ③

① ②

○需用費 千円

消耗品費（薬品代：次亜塩素酸ソーダ） 千円

光熱水費 千円

○委託料

水質検査等委託料（旧尾坂埋立処分地、旧不燃物処理場） 千円

○使用料及び賃借料

土地借上料（旧尾坂埋立処分地：地権者4人） 千円

○公課費 千円

汚染負荷量賦課金（旧丹後半島清掃センター） 千円

汚染負荷量賦課金（旧久美浜町清掃センター） 千円

細事業名 塵芥処理一般経費 決算書 Ｐ.196

予算科目 04衛生費 02清掃費 02塵芥処理費 50塵芥処理一般経費

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

245

最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

493

57

※汚染負荷量賦課金
　公害健康被害補償制度（昭和49年9月）により、補償給付及び公害保険福祉事
業に必要な費用の相当分をばい煙発生施設設置者から徴収し、公害健康被害への
補償へ充てるもの。賦課金の納付義務者は、昭和62年4月以前にばい煙発生施設
等を設置し、更にその施設が硫黄酸化物を排出するもので、最大ガス量の合計が
基準以上であった施設の設置者である。現在本市には、汚染負荷量賦課金対象施
設は無いものの、当時ばい煙発生施設等を設置していた者には、施設の廃止後も
、公害健康被害への補償が終了するまで賦課される。

（参考）当初予算額

833千円 1,026千円 193千円 81.1 % 1,026千円

決算額

目
的

　旧尾坂埋立処分地（網野町尾坂）の湧水処理施設の維持管理及び水質等検査並びに旧不燃
物処理場（峰山町矢田）の水質等検査を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　旧尾坂埋立処分地の湧水処理施設の保守管理（機器点検、薬品補充、沈殿物場外処分等）
及び周辺の水質・土埃検査、旧不燃物処理場に係る井戸水及び排水重金属検査並びに旧丹後
半島清掃センター及び旧久美浜町清掃センターの汚染負荷量賦課金を支出した。

248

248

35

48

9

評
価
・
課
題
等

　旧尾坂埋立処分地（網野町尾坂）跡、旧不燃物処理場（峰山町矢田）跡の水質等検査は法定の
ものではないが、今後も環境負荷への監視を継続する。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源
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Ⅱ ③

① ②

○委託料 千円

一般廃棄物処理基本計画策定業務委託

細事業名 一般廃棄物処理基本計画策定事業（繰越） 決算書 Ｐ.186

予算科目 04衛生費 02清掃費 01清掃総務費 03一般廃棄物処理基本計画策定事業

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

892千円 924千円 32千円 96.5 % 924千円

目
的

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第6条に基づき「一般廃棄物処理基本計画」の策定を行
う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

892

　平成19年3月に策定した「京丹後市一般廃棄物処理基本計画」は、平成32年度を
目標年度とした15か年の計画となっている。この基本計画は、国・府の上位計画や
社会情勢の変化、施設整備の進捗状況等に応じて、概ね5年ごとに見直すこととされ
ている。本事業は、これらの見直しに伴う「第二次京丹後市一般廃棄物処理基本計画
」の策定事業として、平成23年度に予算措置したもの。
　平成23年度は、計画策定業務を専門コンサルに委託するとともに、京丹後市廃棄
物減量等推進審議会を開催（11回）するなどし、計画案全体の策定作業を行ってき
たが、峰山クリーンセンターの延長活用に係る地元協議が継続中であることから、全
5章構成（総頁数91ページ）の計画書のうち、第4章中の同施設に関する計画内容の
記載確定を残し、平成24年度に事業繰越を行った。
　平成24年度においては、引き続き、同施設に関する地元協議を行った。

評
価
・
課
題
等

○未確定部分を確定し、平成25年度の計画策定を目指す。（廃棄物減量等推進審議会に再度諮問
する予定）。
○そのため、引き続き、峰山クリーンセンターの延長活用に係る地元協議を行い、施設の延長活
用についての周辺地域の了解を得る努力を行う。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源

- 11 -
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Ⅱ ③

① ②

○報償費 千円

報償金（廃棄物減量等協力謝金）

※ 廃棄物減量等協力謝金は、地区ごとの「ごみステーション数×6,500円」

　 又は「住基人口×100円」のどちらか多い額

○旅費

普通旅費（職員出張旅費） 千円

○需用費

消耗品 千円

○役務費

保険料（火災保険） 千円

（峰山町古紙ストック棟、久美浜町竹藤資源ごみ処理場）

○負担金、補助金及び交付金

負担金（京都府廃棄物対策協議会負担金） 千円

6,581千円 6,659千円 78千円 98.8 %

（参考）当初予算額決算額

6,578千円

最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 04衛生費 02清掃費 01清掃総務費 50清掃総務一般経費

細事業名 清掃総務一般経費 決算書 Ｐ.186

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

125

目
的

　各自治会の協力を得て、資源ごみステーションでの分別収集の指導、啓発及びステーショ
ンの管理を実施し、ごみ減量化やリサイクル意識の向上及び地域の環境整備を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

6,300

　本事業の目的を達成するため、地元自治会へ廃棄物減量等協力謝金を支払った。

140

6

10

事 業 所 管 課 市民部／市民課

評
価
・
課
題
等

　各地区の資源ごみステーションでの分別指導やリサイクルの啓発、ステーションの管理を地元
自治会の協力を得て行うことができた。

主
な
財
源

協　力　謝　金 ごみステーション数

峰山市民局管内 1,309 千円 49 か所

網野市民局管内 1,495 千円 89 か所

大宮市民局管内 1,076 千円 38 か所

弥栄市民局管内 592 千円 35 か所

丹後市民局管内 708 千円 101 か所

計 6,300 千円 412 か所

久美浜市民局管内 1,120 千円 100 か所

- 12 -
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Ⅱ ④

① ②

○旅費（普通旅費）

○有料道路通行料

○先進地視察（旅費、燃料代、車両借上料等）

開催日：平成24年11月14日（水）～15日（木）

視察先：大分県日田市、福岡県大木町、熊本県山鹿市

参加者：市職員4人

○生ごみ資源化実証

・液肥タンク関係消耗品等

・生ごみ処理委託料

・生ごみ分別機借上料

対　象：6地区194世帯

内　容：家庭生ごみを所定の方法で分別収集し資源化する

実　績：15.2ｔ/年

その他：各協力地区に液肥タンクを設置

評
価
・
課
題
等

○バイオガス発電施設を運営する先進自治体の取り組みを視察し、生ごみの資源化に向けた具体
的調整事項や課題を聴取することができた。
○生ごみ資源化実証により、分別上の課題などをより具体的に把握することができた。
○今後は、市内の資源循環を促進するため、生ごみ資源化を全市で展開するための方策を検討す
る必要がある。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／環境バイオマス推進課

主
な
財
源

目
的

　持続可能な循環型社会を目指すため、京丹後市エコエネルギーセンターを活用し、市内の
家庭から排出される生ごみの資源化を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　バイオガス発電施設を運営する先進自治体を視察し、バイオガス発電施設における生ごみ
の資源化やその過程で発生する液肥の農業利用を推進する上で必要となる調整事項や課題を
収集した。また、生ごみの分別・収集方法の検討などをモデル的に実施した。

50千円

11千円

220千円

1,426千円

17千円

351千円

1,058千円

（参考）当初予算額

1,707千円 1,719千円 12千円 99.3 % 811千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 循環型社会の構築

細事業名 資源循環推進事業 決算書 Ｐ.178

予算科目 04衛生費 01保健衛生費 07環境衛生費 18資源循環推進事業

- 13 -
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Ⅱ ③

① ②

○需用費

消耗品費（不法投棄防止看板20枚） 千円

○役務費

手数料（タイヤ385本処分費） 千円

細事業名 不法投棄対策事業 決算書 Ｐ.176

予算科目 04衛生費 01保健衛生費 07環境衛生費 03環境美化保全対策事業

執行率

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

277千円 350千円 73千円 79.1 % 350千円

目
的

　不法投棄の防止対策のため、不法投棄抑止のネット、看板等の設置により抑止啓発に努め
るとともに、不法投棄された廃棄物の撤去回収を実施する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

101

176

　不法投棄防止啓発を目的に、防止ネット及び啓発看板を設置するとともに、不法投棄され
た物品について撤去を実施し、行為者が特定できたケースについては警察へ通報した。（市
民課 回収件数18 件）
　また、不法投棄の多い箇所については、京都府と共同事業で「不法投棄防止ネット」の設
置と、小学生の「防止啓発標語」の掲示を行った。（久美浜町いざみ峠・布袋野～豊岡線）

評
価
・
課
題
等

○地域の「監視力」が高められるような取り組みを今後行っていく。
○「ごみ排出者の責任」及び「山林等への不法投棄は違法行為である」ことの啓発を定期的に行
うとともに、行為者の特定に努め、再発防止を図る。

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源

- 14 -



01

Ⅱ ③

① ②

○し尿収集、運搬の概要

網野町域は市直営で行い、その他の地域は業者委託で行った。

・直　　営：網野衛生センター管内（し尿収集運搬車5台、市職員5人、臨時職員3人）

・委託業者：竹野川衛生センター管内2社

　　　　　　久美浜衛生センター管内1社

○申込方法及び手数料の納付方法

・申込方法：ハガキ、ファックス、メール、計画収集（申請による計画的な収集）

・納付方法：し尿処理券、口座振替

［各衛生センターのし尿収集等実績］

［収集に要した主な経費］

・臨時職員（網野衛生センターし尿収集作業員3人）　 千円

千円

・申込ハガキ印刷費（印刷製本496千円、ハガキ代800千円） 千円

・郵便代（し尿処理券利用者送付用、センター受領書送付用等） 千円

・し尿収集運搬委託料（3業者） 千円

・し尿処理券販売委託料（市内全域販売店数126店舗） 千円

・し尿収集運搬車（3ｔ）1台（網野衛生センター管内用） 千円

・し尿収集運搬車積載VCメーター2台（竹野川衛生センター管内用） 千円

155,551

6,769

11,990

5,124

7,799

・し尿収集車（直営）費用（燃料代1,630千円、修繕5,173千円等） 6,803

1,296

4,019

久美浜衛生センター 5,414 4,379 35,113 4,283

合　　計 45,376 29,782 155,551 29,127

14,985 120,438 14,655

網野衛生センター 15,268 10,418 直営 10,189

24,694

（参考）当初予算額

199,351千円 199,378千円 27千円 99.9 % 193,131千円

02し尿収集事業

細事業名 し尿収集事業 決算書 Ｐ.196

予算科目 04衛生費 02清掃費 03し尿処理費

（し尿対象人口はH25.3.31現在）

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　竹野川衛生センター（峰山町、大宮町、丹後町、弥栄町域）、網野衛生センター（網野町
域）、久美浜衛生センター（久美浜町域）の各施設において、し尿収集業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

区　　分 収集件数(件)

主
な
財
源

手数料 し尿処理手数料 104,656千円

市債 し尿収集車整備事業債（合併特例債） 11,300千円

収集量(kl) 収集委託(千円) し尿対象人口(人)

竹野川衛生センター

事 業 所 管 課 市民部／衛生センター

評
価
・
課
題
等

○計画収集の積極的な推進及びし尿収集運搬車関連備品の整備により安定したし尿収集運搬業務
を行うことができた。網野衛生センター職員1人の退職に伴い、臨時職員を1人増員し業務を遂行
した。
○竹野川衛生センターからの遠距離地域については、「集落別計画収集」を行うことで、し尿収
集運搬の効率を上げることができた。今後、下水道への接続や人口減等により、し尿収集件数が
減少する中で事業の効率化を図るため、計画収集の積極的な推進を図る必要がある。
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Ⅱ ③

① ②

・網野町域のし尿及び浄化槽汚泥の処理を行った。

・施設の運転管理等は、業者に委託した。

（施設管理は竹野川衛生センターの市職員が兼務）

[し尿及び浄化槽汚泥処理実績] （件、kl）

［施設管理運営に要した主な経費］

・消耗品費（薬品類、事務用品等） 千円

・燃料費（重油代、車両燃料代） 千円

・光熱水費（電気代、水道代） 千円

・役務費（通信運搬費、保険料） 千円

・施設維持業務委託料 千円

（運転管理28,980千円、貯留槽清掃2,765千円、その他933千円）

・工事請負費 千円

　　（乾燥焼却設備、汚泥脱水機、脱水用高分子注入ポンプ修繕等）

・施設機械修繕費（破砕機、し尿投入ポンプ、排水ポンプ修繕等） 千円

・発電機借上料（計画停電時対応用） 千円

・その他 千円

　　（コピー機借上料、テレビ受信料、自動車重量税等）

決算書

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

細事業名 網野衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

ごみ・廃棄物対策基本方針 環境循環都市 計画項目

予算科目 04衛生費 02清掃費 03し尿処理費

目
的

118千円

03網野衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

執行率 （参考）当初予算額

99.8 % 79,347千円

　網野町域のし尿及び浄化槽汚泥の処理業務を行う。

81,695千円 81,813千円

Ｐ.198

総合計画

32,678

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

手数料 し尿処理手数料 34,856千円

手数料 浄化槽汚泥処理手数料 2,699千円

2,781

7,556

14,100千円

4,626

213

処理量収集件数 処理量

2,434

収集件数

14,343

区　分
し　　尿 浄化槽汚泥

網野町 15,268 10,418 831

18,889

事 業 所 管 課 市民部／衛生センター

府補 未来づくり交付金（網野衛生ｾﾝﾀｰ施設整備事業） 2,000千円

市債 し尿処理施設整備事業債（未来づくり資金）

評
価
・
課
題
等

○し尿及び浄化槽汚泥について、処理業務を停滞することなく管理運営することができた。
○昭和62年4月から稼動している施設であり、今後も廃棄物処理施設長寿命化計画に沿って、工
事等を実施した。主な内容は乾燥焼却設備工事、破砕機修繕工事等を行った。施設管理者による
日々の点検で不具合箇所を早期に発見し、必要最小限の修繕に止めることができた。今後も徹底
した維持管理に努め、施設の存続を図る必要がある。

178

431
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[施設管理管理運営に要した主な経費] 　 　

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

・光熱水費（電気代、水道代） 28,019

目
的

　峰山町、大宮町、丹後町、弥栄町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含
む）の処理業務並びに市内の下水道汚泥の焼却処理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

・消耗品費（薬品類、事務用品等） 12,102

・燃料費（重油代、車両燃料代） 23,919

・役務費（通信運搬費、手数料、保険料） 383

・施設維持業務委託料（運転管理34,524千円、その他6,736千円） 41,260

・地元交付金（弥栄町和田野区） 1,200

241

・工事請負費（電気設備制御装置更新、活性炭吸着塔交換整備等） 50,988

・施設機械修繕費（汚泥乾燥焼却設備、し尿破砕機本体交換修繕等） 6,496

・発電機借上料（計画停電時対応用） 452

・その他（コピー機借上料、テレビ受信料、重量税等）

　峰山町、大宮町、丹後町、弥栄町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含
む）並びに市内全域の下水道汚泥の処理を行った。施設の管理は市職員（2人）が行い、運転
は業者に委託した。

予算科目 04衛生費 02清掃費 03し尿処理費 04竹野川衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

総合計画 基本方針

不用額 (②－①) 執行率

環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

細事業名 竹野川衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 決算書 Ｐ.200

（参考）当初予算額

165,060千円 165,187千円 127千円 99.9 % 158,616千円

決算額 最終予算額

事 業 所 管 課 市民部／衛生センター

手数料 下水汚泥処理手数料 16,339千円

府補 未来づくり交付金（竹野川衛生ｾﾝﾀｰ施設整備事業） 5,434千円

市債 し尿処理施設整備事業債（未来づくり資金） 38,200千円

評
価
・
課
題
等

○し尿及び浄化槽汚泥並びに下水道汚泥について、処理業務を停滞することなく管理運営するこ
とができた。
○平成11年4月から稼動している施設であり、今後も廃棄物処理施設長寿命化計画に沿って、工
事等を実施した。主な内容は電気設備制御装置更新工事、汚泥乾燥焼却設備修繕工事等を行った
。施設管理者による日々の点検で不具合箇所を早期に発見し、必要最小限の修繕に止めることが
できた。今後も徹底した維持管理に努め、施設の存続を図る必要がある。

主
な
財
源

手数料 し尿処理手数料 62,257千円

手数料 浄化槽汚泥処理手数料 4,696千円

[し尿及び浄化槽汚泥処理実績] （単位：件、kl） 　[下水道汚泥処理実績]

区　分
し　　尿 浄化槽汚泥

施　設　名
処理量
（t）収集件数 処理量 収集件数 処理量

519

大宮町 8,852 5,387 665 1,867 橘浄化センター 73

峰山町 10,143 5,997 777 2,275 峰山・大宮浄化センター

97

丹後町 4,938 3,189 303 1,294 農業集落排水施設(弥栄町) 262

網野町 － － 96 400 丹後浄化センター

410

合  計 24,694 14,985 1,960 6,166 合　　　　　計 1,361

弥栄町 761 412 119 330 久美浜浄化センター

- 17 -



01

Ⅱ ③

① ②

      ・施設の運転管理等は、業者に委託した。

     （施設管理は竹野川衛生センターの市職員が兼務）

［し尿及び浄化槽汚泥処理実績］ （単位：件、kl）

［施設管理運営に要した主な経費］

・消耗品費（薬品類、事務用品等） 千円

・燃料費（ガス代） 千円

・光熱水費 千円

　（公共下水使用料47,485千円、電気代・水道代4,832千円）

・役務費（通信運搬費、保険料） 千円

・施設維持業務委託料 千円

　（運転管理9,660千円、貯留槽清掃1,678千円、その他780千円）

・施設機械修繕費（破砕機、ガス撹拌ブロワ、曝気ブロワ修繕等） 千円

・その他（コピー機借上料、テレビ受信料、電柱添架料等） 千円47

1,003

29

52,317

100

12,118

2,153

合   計 5,414 4,379 1,147 3,774

久美浜町 5,414 4,379 1,055 3,277

網野町 － － 92 497

（参考）当初予算額

67,767千円 67,855千円 88千円 99.8 % 71,523千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

処理量

予算科目 04衛生費 02清掃費 03し尿処理費 05久美浜衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

細事業名 久美浜衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 決算書 Ｐ.200

      ・久美浜町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含む）の処理を
　       行った。（前処理を行い、下水道施設へ移送）

総合計画 基本方針 環境循環都市 計画項目 ごみ・廃棄物対策

目
的

　久美浜町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含む）の処理業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

手数料 し尿処理手数料 38,440千円

手数料 浄化槽汚泥処理手数料 2,967千円

区　分
し　　尿 浄化槽汚泥

収集件数 処理量 収集件数

事 業 所 管 課 市民部／衛生センター

評
価
・
課
題
等

○し尿及び浄化槽汚泥について、処理業務を停滞することなく管理運営することができた。
○平成元年4月から稼動している施設であり、今後も廃棄物処理施設長寿命化計画に沿って、修
繕工事を実施した。主な内容は破砕機、ガス撹拌ブロワ、曝気ブロワ修繕等修繕工事を行った。
施設管理者による日々の点検で不具合箇所を早期に発見し、必要最小限の修繕に止めることがで
きた。今後も徹底した維持管理に努め、施設の存続を図る必要がある。
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